
公
益
通
報
者
保
護
法
の
改
正
法
が
本
年
六
月
一
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。
内
部
通
報
の
受
付
・
調
査
・
是

正
を
行
う
た
め
の
社
内
体
制
の
整
備
の
義
務
化
や
、
社
内

で
刑
事
罰
つ
き
の
守
秘
義
務
を
負
う
公
益
通
報
対
応
業
務

従
事
者
の
指
定
の
義
務
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
企
業

や
社
員
へ
の
影
響
が
非
常
に
大
き
な
法
改
正
で
す
。

　

各
企
業
に
お
け
る
改
正
法
対
応
で
は
、
規
程
の
整
備
や

受
付
窓
口
の
設
置
と
い
っ
た
形
を
整
え
る
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
法
の
理
念
を
踏
ま
え
、〝
組
織
の
裏
切
り
者
〟
と

い
っ
た
公
益
通
報
者
へ
の
社
内
の
偏
見
を
是
正
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
身
内
の
社
員
か
ら
の
公
益
通

報
に
当
惑
や
怒
り
が
生
じ
る
こ
と
は
人
間
の
心
理
と
し
て

無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
全
盛
の
現
代
で
は
、

根
拠
も
な
く
腹
い
せ
に
自
社
を
貶
め
た
い
社
員
に
と
っ
て

は
、
内
部
通
報
よ
り
も
、
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷

を
拡
散
さ
せ
る
ほ
う
が
簡
単
で
効
果
的
で
す
。
内
部
通
報

を
真
摯
に
行
う
社
員
は
、
上
司
や
同
僚
に
逆
恨
み
さ
れ
る

リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
ま
で
、
違
法
行
為
を
犯
す
企
業
と
向

き
合
い
、
企
業
の
恥
部
が
社
外
に
漏
れ
る
前
に
改
善
の
機

会
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

公
益
通
報
者
保
護
法
は
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
外
部
通
報
に

つ
い
て
も
通
報
者
を
保
護
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

突
如
と
し
て
不
祥
事
が
全
国
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
当
該
企

業
は
受
け
身
も
取
れ
ず
甚
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。
通
報
者
が
外
部
通
報
を
行
う
動
機
は
様
々
で

す
が
、
自
浄
作
用
が
期
待
で
き
な
い
、
内
部
通
報
者
へ
の

報
復
が
懸
念
さ
れ
る
（
実
際
に
報
復
を
目
撃
し
た
）
等
、

企
業
が
社
員
か
ら
見
限
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
社
員
か
ら
の
内
部
通
報
を
促
し
自
浄
作
用
を
機
能
さ

せ
る
た
め
に
は
、
企
業
が
社
員
か
ら
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
結
局
そ
れ
が
企
業

の
自
衛
に
も
な
る
の
で
す
。

公
益
通
報
者
保
護
法
の
遵
守
は
、
お
題
目
で
も
綺
麗

事
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
公
益
通
報
窓
口
に
は
、
事

実
誤
認
、
思
い
込
み
、
軽
微
な
事
案
等
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
深
刻
か
つ
重
大
な
内
部
通
報
を

見
落
と
さ
な
い
よ
う
、
組
織
を
挙
げ
て
真
剣
に
向
き
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、
そ
れ
ら
を
放
置
・
隠
蔽

し
、
通
報
者
へ
の
報
復
な
ど
さ
ら
な
る
違
法
行
為
（
公
益

通
報
者
保
護
法
違
反
）
を
重
ね
る
こ
と
は
、
外
部
通
報
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
受
け
身
の
取
れ
な
い
露
見
の
可
能
性

を
一
層
高
め
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
、
企
業
を

傾
か
せ
、
社
員
や
家
族
の
生
活
を
脅
か
し
、
経
営
者
や
幹

部
は
晩
節
を
汚
す
、
と
い
う
悲
惨
な
結
果
し
か
生
ま
な
い

で
し
ょ
う
。

　

経
営
者
や
幹
部
の
皆
様
は
、
自
ら
の
誇
り
あ
る
職
業
人

生
を
全
う
す
る
た
め
に
も
、
自
分
事
と
し
て
率
先
し
て
公

益
通
報
に
向
き
合
い
、
自
浄
作
用
の
あ
る
風
通
し
の
良
い

組
織
文
化
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
社
内
の
健
全
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
し
、
社
員
や
顧

客
や
取
引
先
な
ど
社
内
外
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
の
信
頼
と
愛
着
を
高
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
同
義
で

あ
り
、
ま
さ
に
経
営
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

�

（
わ
せ　

こ
う
た
ろ
う
）

組織の信頼と愛着を
高めるために
消費者庁 企画官（公益通報担当）
和瀬 幸太郎
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八
年
、
東
京
大
学
経
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学
部
卒
業
。
日
本
銀
行
入
行
。
二
〇
一
〇
年
、
金
融
庁
へ
転
籍
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経
済
調
査
・
企
業
支
援
部
長
、
金
融
庁
企
画
市
場
局
調
査
室
長
（
兼
）
調
整
室
長
（
兼
）
法
務
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長
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兼
）
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険
企
画
室
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等
を
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て
、
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。
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